
福井事件を通して考える再審法改正

日弁連再審法改正全国キャラバン

主催：神奈川県弁護士会 共催：日本弁護士連合会/関東弁護士会連合会

日時 2026年11月28日（土） 10:00～12:00（開場9:30）
場所 横浜市中区日本大通９番地

神奈川県弁護士会 5階大会議室
お問合わせ 神奈川県弁護士会  刑事少年係
TEL: 045-211-7715（平日9:00～17:00）

講師
端 将一郎 弁護士（福井事件再審弁護団員）

2026年7月、再審法（刑事訴訟法の再審規定）の改正法が
成立しました。1948年の刑事訴訟法制定以来、初めての再審
規定の改正となります。しかしながら、改正法では、検察官
による抗告（不服申立て）が全面的に禁止されなかった点、
証拠の全面開示が見送られた点、開示証拠の目的外使用が禁
止された点等、えん罪被害者の救済には不十分であるとの指
摘がなされています。
今回は、1986年3月に発生した殺人事件（福井事件）で起

訴され、1997年11月に有罪判決が確定するも、2025年7月
に再審無罪判決がなされた前川彰司さんの弁護団を務めた端
将一郎弁護士を講師にお招きして、再審無罪に至った経過の
ご報告と、改正再審法の問題点及び今後の課題等についてお
話をいただきます。

福井事件から見る改正再審法の問題点

第１４回人権シンポ in かながわ 講演会

入場無料・参加申込不要・定員１００名・先着順


